
アドマイヤー顆粒水和剤（イミダクロプリド水和剤）
適用害虫と使用方法 2021年9月28日現在
作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 イミダクロプリ

ドを含む農薬の
総使用回数

稲(箱育苗) ｳﾝｶ類
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

250～500倍 育苗箱（30
×60×3cm、
使用土壌約5
L）1箱当り0
.5L

移植2日前～移
植当日

1回 灌注 3回以内（但
し、移植時
までの処理
は1回以内、
本田での散
布は2回以内
）ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ
250～1000倍

小麦 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 15000倍 60～150L/10
a

収穫14日前まで 2回以内 散布 3回以内（但し
、種子粉衣は1
回以内、散布
は2回以内）

かんしょ 10000倍 100～300L/1
0a

収穫7日前まで 3回以内（但
し、植付前の
土壌混和は1
回以内、散布
は2回以内）

こんにゃく 収穫21日前まで 3回以内（但
し、培土時の
土壌混和は1
回以内、散布
は2回以内）

さといも 収穫14日前まで 3回以内（但し、植
付時の土壌混和は1
回以内、植付後の
処理は2回以内）

400倍 4～10L/10a 無人航空機によ
る散布
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適用害虫と使用方法 2021年9月28日現在
作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 イミダクロプリ

ドを含む農薬の
総使用回数

アドマイヤー顆粒水和剤（イミダクロプリド水和剤）

さといも ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 200倍 2～4L/10a 収穫14日前まで 2回以内 無人航空機によ
る散布

3回以内（但
し、植付時
の土壌混和
は1回以内、
植付後の処
理は2回以内
）

80倍 1.6～2L/10a
ばれいしょ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｵｵﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ
5000～15000倍 100～300L/10a 散布
2500倍 25L/10a
160倍 1.6～3.2L/10a 無人航空機によ

る散布400倍 3.2～10L/10a
80倍 1.6L/10a

やまのいも ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 10000倍 100～300L/1
0a

散布 3回以内（但
し、植付時
までの処理
は1回以内、
植付後の処
理は2回以内
）160倍 3.2～4L/10a 無人航空機によ

る散布400倍 4～12L/10a
かぶ 10000倍 100～300L/1

0a
収穫21日前まで 散布 3回以内（但

し、は種時の
土壌混和は1
回以内、散布
は2回以内）
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適用害虫と使用方法 2021年9月28日現在
作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 イミダクロプリ

ドを含む農薬の
総使用回数

アドマイヤー顆粒水和剤（イミダクロプリド水和剤）

かぶ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 10000倍 100～300L/1
0a

収穫21日前まで 2回以内 散布 3回以内（但
し、は種時
の土壌混和
は1回以内、
散布は2回以
内）

てんさい 5000～10000
倍

3回以内（但
し、種子へ
の処理又は
灌注は1回以
内、散布は2
回以内）

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｶﾒﾉｺﾊﾑｼ
ﾃﾝｻｲﾓｸﾞﾘﾊﾅﾊﾞｴ

300倍 ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1
冊当り1L（3
L/㎡）

定植時 1回 灌注

ﾃﾝｻｲﾄﾋﾞﾊﾑｼ 300～500倍
にんじん ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 10000倍 100～300L/1

0a
収穫3日前まで 2回以内 散布 2回以内

たまねぎ ｱｻﾞﾐｳﾏ類 5000～10000
倍

収穫14日前まで 2回以内（但
し、定植時
までの処理
は1回以内）500倍 ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ

1箱又はﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾟｯﾄ1冊（30×
60cm、使用土
壌約1.5～4L）
当り0.5L

定植前日～定植
時

1回 灌注
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適用害虫と使用方法 2021年9月28日現在
作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 イミダクロプリ

ドを含む農薬の
総使用回数

アドマイヤー顆粒水和剤（イミダクロプリド水和剤）

たまねぎ ｱｻﾞﾐｳﾏ類 500倍 ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
1箱又はﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾟｯﾄ1冊（30×
60cm、使用土
壌約1.5～4L）
当り0.5L

定植前日～定植
時

1回 灌注 2回以内（但
し、定植時
までの処理
は1回以内）

食用ゆり ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 5000倍 100～300L/1
0a

収穫前日まで 3回以内 散布 3回以内
ねぎ ｱｻﾞﾐｳﾏ類 収穫14日前まで 2回以内 3回以内（但

し、定植時
までの処理
は1回以内、
散布は2回以
内）

ｱｻﾞﾐｳﾏ類
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

500倍 ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ
ｲ1箱又はﾍﾟｰﾊ
ﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊（3
0×60cm、使
用土壌約1.5
～4L）当り0.
5L

定植前日～定植
時

1回 灌注

豆類(未成熟､ただし､
未成熟そらまめを除
く)

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 10000倍 100～300L/1
0a

収穫前日まで（
但し、露地栽培
については開花
期終了後）

2回以内 散布 3回以内（但
し、定植時
及びは種時
の土壌混和
は合計1回以
内、散布は2
回以内）

                             4 / 12

4

                             4 / 13



適用害虫と使用方法 2021年9月28日現在
作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 イミダクロプリ

ドを含む農薬の
総使用回数

アドマイヤー顆粒水和剤（イミダクロプリド水和剤）

未成熟そらまめ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 10000倍 100～300L/1
0a

収穫7日前まで
（但し、露地栽
培については開
花期終了後）

3回以内 散布 3回以内（但
し、定植時
及びは種時
の土壌混和
は合計1回以
内）

きゅうり(施設栽培) ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類
ｱｻﾞﾐｳﾏ類

5000～10000
倍

収穫前日まで 4回以内（但し
、育苗期の株
元散布及び定
植時の土壌混
和は合計1回以
内、散布及び
常温煙霧は合
計3回以内）

にがうり(施設栽培) ｱｻﾞﾐｳﾏ類 10000倍 2回以内 2回以内（但し
、定植時の土壌
混和は1回以内
）

かぼちゃ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 収穫前日まで（
但し、露地栽培
については着果
後）

3回以内（但
し、定植時
の土壌混和
は1回以内、
散布は2回以
内）
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適用害虫と使用方法 2021年9月28日現在
作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 イミダクロプリ

ドを含む農薬の
総使用回数

アドマイヤー顆粒水和剤（イミダクロプリド水和剤）

すいか ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｱｻﾞﾐｳﾏ類

5000～10000
倍

100～300L/1
0a

収穫3日前まで
（但し、露地栽
培については着
果後）

3回以内 散布 4回以内（但
し、定植時
の土壌混和
は1回以内、
散布は3回以
内）

ﾒﾛﾝ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類
ｱｻﾞﾐｳﾏ類

4回以内（但
し、育苗期の
株元散布及び
定植時の土壌
混和は合計1
回以内、散布
は3回以内）

ﾄﾏﾄ
ﾐﾆﾄﾏﾄ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類

収穫前日まで 2回以内 3回以内（但
し、育苗期の
株元散布及び
定植時の土壌
混和は合計1
回以内、散布
は2回以内）

なす ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類
ｱｻﾞﾐｳﾏ類

3回以内（但し、育苗期の株
元散布及び定植時の土壌混
和は合計1回以内、散布及び
常温煙霧は合計2回以内）
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適用害虫と使用方法 2021年9月28日現在
作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 イミダクロプリ

ドを含む農薬の
総使用回数

アドマイヤー顆粒水和剤（イミダクロプリド水和剤）

なす ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類
ｱｻﾞﾐｳﾏ類

5000～10000
倍

100～300L/1
0a

収穫前日まで 2回以内 散布 3回以内（但
し、育苗期
の株元散布
及び定植時
の土壌混和
は合計1回以
内、散布及
び常温煙霧
は合計2回以
内）

ﾋﾟｰﾏﾝ(施設栽培) ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｱｻﾞﾐｳﾏ類

3回以内（但
し、育苗期
の株元散布
及び定植時
の土壌混和
は合計1回以
内、散布は2
回以内）とうがらし類 収穫前日まで（

但し、露地栽培
については開花
期終了後）

なばな類 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 10000倍 収穫7日前まで 2回以内
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適用害虫と使用方法 2021年9月28日現在
作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 イミダクロプリ

ドを含む農薬の
総使用回数

アドマイヤー顆粒水和剤（イミダクロプリド水和剤）

ｷｬﾍﾞﾂ
はくさい

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 10000倍 100～300L/1
0a

収穫7日前まで 2回以内 散布 3回以内（但
し、定植時
までの処理
は1回以内、
定植後の処
理は2回以内
）

みつば 収穫7日前まで
（但し、伏せ込
み栽培は伏せ込
み前まで）

2回以内

ﾚﾀｽ 収穫3日前まで 3回以内（但
し、定植時ま
での処理は1
回以内、定植
後の処理は2
回以内）

すいぜんじな 収穫7日前まで 2回以内
ほうれんそう 収穫前日まで 3回以内（但し

、は種時の土
壌混和は1回以
内、散布は2回
以内）
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適用害虫と使用方法 2021年9月28日現在
作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 イミダクロプリ

ドを含む農薬の
総使用回数

アドマイヤー顆粒水和剤（イミダクロプリド水和剤）

ほうれんそう ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 10000倍 100～300L/1
0a

収穫前日まで 2回以内 散布 3回以内（但
し、は種時
の土壌混和
は1回以内、
散布は2回以
内）

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ ｱｻﾞﾐｳﾏ類 5000倍 2回以内
さといも(葉柄) ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 10000倍 3回以内（但

し、植付時
の土壌混和
は1回以内、
植付後の処
理は2回以内
）400倍 4～10L/10a 無人航空機によ

る散布80倍 1.6～2L/10a
200倍 2～4L/10a

みょうが(花穂) ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 10000倍 100～300L/1
0a

散布、但し花穂
の発生期にはﾏﾙﾁ
ﾌｨﾙﾑ被覆により
散布液が直接花
穂に飛散しない
状態で使用する

2回以内

みょうが(茎葉) みょうが（花穂）の収穫前日
まで　但し、花穂を収穫しな
い場合にあっては開花期終了
まで

散布
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適用害虫と使用方法 2021年9月28日現在
作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 イミダクロプリ

ドを含む農薬の
総使用回数

アドマイヤー顆粒水和剤（イミダクロプリド水和剤）

みょうが(茎葉) ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 10000倍 100～300L/1
0a

みょうが（花穂
）の収穫前日ま
で　但し、花穂
を収穫しない場
合にあっては開
花期終了まで

2回以内 散布 2回以内

みしまさいこ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 収穫30日前まで 3回以内 3回以内
かんきつ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｱｶﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼ
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ成虫
ｶﾒﾑｼ類
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類
ｱｻﾞﾐｳﾏ類
ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類

5000～10000
倍

200～700L/1
0a

収穫14日前まで
（但し、露地栽
培については発
芽期から開花期
を除く）

ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐ 5000倍
なし ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｶﾒﾑｼ類
5000～10000
倍

収穫3日前まで
（但し、露地栽
培については発
芽期から開花期
を除く）

2回以内 2回以内

ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 5000倍
りんご ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 5000～15000倍

ｶﾒﾑｼ類
ﾘﾝｺﾞﾜﾀﾑｼ

5000倍
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適用害虫と使用方法 2021年9月28日現在
作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 イミダクロプリ

ドを含む農薬の
総使用回数

アドマイヤー顆粒水和剤（イミダクロプリド水和剤）

りんご ｶﾒﾑｼ類
ﾘﾝｺﾞﾜﾀﾑｼ

5000倍 200～700L/1
0a

収穫3日前まで
（但し、露地栽
培については発
芽期から開花期
を除く）

2回以内 散布 2回以内

ｷﾞﾝﾓﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ
ｷﾝﾓﾝﾎｿｶﾞ

5000～10000
倍

もも ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｶﾒﾑｼ類
ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ

ﾈｸﾀﾘﾝ 収穫14日前まで（
但し、露地栽培に
ついては発芽期か
ら開花期を除く）

うめ
すもも

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 10000倍 収穫21日前まで
（但し、露地栽
培については発
芽期から開花期
を除く）

ぶどう ｱｻﾞﾐｳﾏ類
ﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ

5000～10000
倍

ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 5000倍
ﾏﾝｺﾞｰ ｱｻﾞﾐｳﾏ類 5000～10000倍 収穫14日前まで
ｱﾃﾓﾔ ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 10000倍 収穫7日前まで
ﾊﾟｯｼｮﾝﾌﾙｰﾂ ｱｻﾞﾐｳﾏ類
かき ｶﾒﾑｼ類

ｱｻﾞﾐｳﾏ類
5000～10000
倍

収穫7日前まで（但し、
露地栽培については発芽
期から開花期を除く）

3回以内 3回以内
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適用害虫と使用方法 2021年9月28日現在
作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 イミダクロプリ

ドを含む農薬の
総使用回数

アドマイヤー顆粒水和剤（イミダクロプリド水和剤）

かき ｶﾒﾑｼ類
ｱｻﾞﾐｳﾏ類

5000～10000
倍

200～700L/1
0a

収穫7日前まで
（但し、露地栽
培については発
芽期から開花期
を除く）

3回以内 散布 3回以内

ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 5000倍
きく(施設栽培) ｱｻﾞﾐｳﾏ類 100～300L/10a 発生初期 5回以内 5回以内
げっきつ ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐ 200～700L/1

0a
発生初期（但し、
露地栽培について
は発芽期から開花
期を除く）

4回以内 4回以内
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アドマイヤー顆粒水和剤（イミダクロプリド水和剤）
2021年9月28日現在

作物名 適用害虫名 使用量 使用時期 本剤の使用回数 使用方法 イミダクロプリド
を含む農薬の総使
用回数

湛水直播水稲 ｳﾝｶ類 種もみ3kg当り3
0～40g（40g/10
aまで）

は種前 1回 過酸化ｶﾙｼｳﾑ剤との
同時湿粉衣

3回以内（但し
、は種時までの
処理は1回以内
、本田での散布
は2回以内）

乾田直播水稲 種もみ4～8kg当
り30～40g（40g
/10aまで）

種子塗沫（未催芽
籾）
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